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細胞膜マイクロドメインを介した
スフィンゴ脂質センシング機構の解析

細胞膜は、グリセロリン脂質、ステロール、スフィンゴ脂質の3つの脂質を

主として構成され、これら脂質の組成は細胞や組織により異なりますが定常

状態では厳密な代謝制御によって一定に保たれています。ヒトではその

制御の破綻は脂質代謝異常症などの様々な疾患の原因となります。 

本セミナーでは、我々が、酵母において見出したスフィンゴ脂質レベルの

低下に伴って誘導され、下流のスフィンゴ脂質代謝に関わる遺伝子の発現

制御を介してスフィンゴ脂質代謝を制御する転写因子について紹介します。

ステロールについては、ヒト及び酵母でそのセンシング機構が良く理解さ

れていますが、スフィンゴ脂質が細胞内のどのような分子装置によりセンシ

ングされるかについては、ヒトを含めたすべての生物においてほとんど理解

されていません。本セミナーでは細胞膜マイクロドメインを介したスフィンゴ

脂質のセンシングの機構についても議論できればと思います。
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本セミナーは大学院集中講義の一部として行います。本授業を履修して いない
学生さんには、研究科プログラム共同セミナーの対象になります。 
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